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ソフトウェア開発チームにおいて，メンバーのパーソナリティ（性格）の影響は無視できない．本研

究ではソフトウェア工学において，パーソナリティがどのように分析されてきたかを調査する．その結

果に基づき，従来研究で不足している点と今後の研究の方向性について考察する． 
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In a software development team, influences of personality of team members are not ignorable. In 

this research, we survey how personality was analyzed in software engineering. Based on the survey, 

we discuss problems of existing researches and future direction of our research.  

 

1. 背景 

ソフトウェアは多くの場合，プロジェクトマネージャ，

システムエンジニア，プログラマーなどのチームのメン

バーがそれぞれ役割を分担しつつ，相互にコミュニケ

ーションを取りながら開発が行われる．そのため，ソフト

ウェア開発において，人間的側面は無視できない影響

を及ぼすと考えられる．例えば，開発メンバーの役割の

適性が，開発効率に何らかの影響を与える可能性があ

る．また，チームのメンバーの性格，性向に偏りがある

場合，メンバー間のコミュニケーションにおいて，効率

が低下する可能性もある． 

本稿では，人間的側面のうち，特にメンバーのパー

ソナリティ（性格）に着目する．まず，ソフトウェア工学に

おいてメンバーのパーソナリティがどのように研究され

てきたのかを調査する．ここでは，ソフトウェアはチーム

で開発されることを前提に，チームとパーソナリティとの

関係に着目した研究を中心に調査する．その後，調査

結果を踏まえ，これまでの研究において不足している

点と今後の研究の方向性について考察する． 

2. パーソナリティに関する研究 

ソフトウェア開発チームのメンバーのパーソナリティ

と，チームのパフォーマンスとの関係は，これまで複数

の研究において関連があることが示されている1)2)4)5)7)9)．

例えば Gorla ら4)は，92 人のソフトウェア開発者に対し，

開発者のパーソナリティ，開発者の役割，及び開発者

が所属していたチームのパフォーマンスについてアン

ケートを行っている．パフォーマンスの評価には，品質

や効率を 5 段階で評価した 6 つの指標を用いている．

パーソナリティは MBTI（Myers-Briggs Type Indicator）6)

を用いて計測している．MBTI は数十項目の質問に基

づき，16 種類のパーソナリティに分類する手法である．

分析結果より，役割ごとにパフォーマンスが高まるパー

ソナリティが存在することを示している（システムアナリス

トが思考型の場合，パフォーマンスが高まるなど）． 

Acuña ら1)はチームのメンバーのパーソナリティなど

がソフトウェアの品質などに与える影響を分析している．

分析対象のデータは，35 チーム（105 人の学生）がア

ジャイル開発を行った際に収集されたものである．分析

の結果，外向性がソフトウェアの品質に良い影響を与

えることなどを示している．性格の分析には 5 因子モ

デルに基づく NEO-FFI を用いている．5 因子モデルは，

パーソナリティを分類せずに，5 つの因子（神経症傾向，

外向性，開放性，調和性，勤勉性）の強さのみを評価

する方法である．NEO-FFI は数十項目の質問に基づ

き 5 因子を測定する． 
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Licorish ら5)は，従来研究を調査することにより，ソフ

トウェア開発におけるメンバーのパーソナリティの重要

性を示すとともに，アジャイル開発のためのプロジェクト

メンバーの選定をサポートするツールのプロトタイプを

提案している．プロジェクトマネージャは各メンバーの

パーソナリティなどを参照し，メンバーの役割を決定す

る．ツールでは，パーソナリティとして Belbin3)による役

割分類を利用している．Belbin は成功するチームには

8 種類の役割が存在することを示すとともに，それぞれ

役割の強みと弱みを述べている．役割は数十項目の

質問に基づき決定する．役割はパーソナリティと関連

があることが確かめられており7)，パーソナリティの分類

の一種と見なせる． 

MBTI や 5 因子モデルは，これまでソフトウェア開

発におけるパーソナリティの影響分析に広く用いられて

いる．例えば，Salleh ら8)は，ペアプログラミングにおけ

るパーソナリティの影響分析に関する従来研究を 12 件

取り上げているが，うち 5 件は MBTI であり，3 件は 5 

因子モデルである．Belbin による役割分類は，開発チ

ームにおけるパーソナリティに関して分析する研究2)5)7)

において用いられる場合がある． 

3. 今後の研究に向けて 

これまでの研究結果より，ソフトウェア開発において，

メンバーのパーソナリティは無視できない要因であると

いえる．よって，パーソナリティを分析に活用すべきで

あるが，従来法（MBTI，5 因子モデル，Belbin による

役割分類）では，主に以下の 2 点が不足していると考

えられる． 

(1) 分類がソフトウェア工学に特化していない． 

(2) アンケートベースで計測する必要がある． 

従来法は（ソフトウェア開発に限らない）一般に当て

はまる分類であり，ソフトウェア開発に適用するにはや

や粒度が大きすぎる可能性がある．より適切な分類に

することにより，さらに有用な知見が得られる可能性が

ある．また，従来法では，ソフトウェアリポジトリなどから

自動的にパーソナリティを計測すること前提としていな

い．自動で計測するためには，分類および計測方法を

再検討する必要があるが，自動計測により，データの

分析や予測モデルの構築の際に，パーソナリティの利

用が容易になることが期待される．ワークショップでは

上記 2 点について議論したい． 
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